
続
い
て
立
振
な
都
市
形
成
に
努

力
し
た
い
。

叉
港
棒
施
設
を
よ
く
す
る
こ

と
は
こ
の
地
産
業
の
渡
展
基
礎

主
も
な
る
の
で
理
想
的
上
水
道

工
事
と
合
せ
て
努
力
し
て
い
ま

す。高

島

厚

生

課

長

:

急

施

臨

時

議

曾

開

催

早

月

川

会

川

と

の

聞

に

は

さ
ま
れ
た
帯
朕
地
帯
で
、
下
中

-

印
象
深
い
の
は
何
と
い
っ
て
十
二
月
一
日
午
後
一
時
よ
り

一回
.
蟻
案
第
一

O
九
号
中
小
企
業

州
特
に
中
小
企
業
の
援
興
に
努
力

一
も
大
水
害
の
折
の
こ
と
で
、
富

一
魚
樟
市
役
所
に
お
い
て
急
施
臨

一

者
に
劃
す
る
年
末
金
融
資
金

島

と

共

に

古

来

中

島

と

替

え

ら

川
す
る
と
共
に
市
内
に
は
・
犬
き

一
時
不
眠
不
休
で
頑
張
っ
た
。
襲

一
時
市
構
曾
が
聞
か
れ

一

の

預

託

に

関

す

る

件

れ

て

い

ま

し

た

。

本

鯨

に

は

洞

酬
な
卸
問
屋
を
作
り
物
債
の
比
較

一
を
確
保
し
て
、
防
俊
樹
策
に
万

一
つ
曾
語
録
署
名
議
員
選
畢
の
件

一
を
提
案
原
遁
り
議
決

さ

れ

次

い

川

の

沿

岸

の

地

域

で

島
の
名
の

川

的

安

一債
な
も
の
を
市
民
に
供
給

一
全
を
期
し
た
が
・
幸
い
水
害
に
一=
、
蟻
案
第
一

O
七
号
一
時
借
入

一
で
闘
鉄
魚
津
騨
改
築
問
題
に

つ

あ

る

所

が

非

常

に

多

く

黒

部

川

馴
す
る
方
強
が
必
要
で
あ
り
ま
す

一
直
接
原
因
す
る
病
人
が
出
な
く

一

限
度
変
更
の
件

一
い
て
市
議
官

と

し

て

左

記

の

遇

措

障

の

出

島
、
福
島
・
片
貝
川

州
ね
。
一
方
水
産
の
方
は
漁
獲
高

一
て
何
よ
り
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た

一2
・
議
案
第
一

O
八
号
魚
津
市
固

一
り
決
一
醸
し

て

強

力

に

そ

の

実

現

沿

岸

の

吉

島
、
島
尻
、
早
月
川

州
の
向
上
を
計
り
叉
工
場
誘
致
に

一

遺
族
援
識
措
置
は
他
の
市
町

一

定
資
産
評
償
審
査
委
員
曾
委

一
を
推
進
す
る
こ
と
L

し

て

午

後

当

地

産

業
界
の
伸
展
に
・
叉
閣

一
の
下
中
島
、
大
島
・
中
野
島
・

川

れ

わ

れ

刊

誌

純

白

川

同

比

一
村
正
比
ぺ
て
遜
色
な
い
と
思
つ

一

員
の
手
首
の
支
給
に
関
す
る

一
三
時
開
曾
し

た

。

鉄

魚
津
駅
改
築
蛾
張
促
準
委
員

一
常
願
寺
川
沿
惜
の
中
島
、
高
島

酬
は
何
え
て
ゐ
市
民
の
絶
大
川

一
コ

和

信

γ

帥削訂
白
河
内

MYL;γ
仁

;

と

し

て

・

2市
体
育
協
曾

一
等
が
あ
っ
て
、
多
く
は
川
荒
の

バ

稿

集

室

て

は

"

一

年

を

顧

み

て

“

と

題

し

て

一協
力
カ
必
要
て
あ
り
ま
す
。

一
は
ほ
と
官
困
っ
て
い
ま
す
O

F

決

議

一

許

可

誇

凶

器

付

一
諮

問

昨

月

十

日

各

課

長

代

集

っ

て

頂

い

て

、

そ

れ

ぐ

今

二

球

連

事

F害
が

一
目

立

可

能

郎

一…

さ

鴻

崎

市

高

ひ

に

浦

内

は

刊

治

四

十

一

年

に

築

造

…

肺

抗

日

日

間

以

川

V
げ
は

一
で
中
で
丸
中
島
は
代
表
的
な

の

特

ーに

印

象

深

か

っ

た

事

や

苦

心

3
れ

た

事

一
忘
ら
れ
ぬ
こ
と
で
稲
作
は
水
害

一
非
・
自
動
車
を
購
入
し
て
・

塵

一…
一
一
一
一
院
長

γ
肘
一
一
施
閣

t
・

老

…

…

つ

狭

小

で

あ

っ

て

・

…

に

な

り

、

馴

染

深

い

魚
津
を
去

一
地
名
で
あ
り
ま
す
。

等

代

ク

い

て

話

し

合

ク

て

頂

き

ま

し

た

。

一
病
虫
害
等
こ
よ
っ
て
約
九
千
石

一
の
，な
い
き
れ
い
な
市
に
し
た
い

ぷ

げ
の
径
一
明
唯
一
巾
の
官

f
Eは
さ
現
況
に
あ
る
た
め
、
同
一

一

し
一

こ
の
中
島
は
明
治
二
十
二
年

…

?
l
it--lit-tukit
-持長
長

信

一
日

時

わ

む

れ

r
u切
れ
れ

不

明

崎

将

刊

一吟

説

刊

誌

長

時

流

基

ー

詩

器

開

!

日

就

勺

日

元

気

で

出

護

さ

れ

ま

一
町
村
制
寅
施
の
際
、
上
・
下
の
爾

…
劉

清

水

農
政
課
長
安
部
土
木
課
長
高
島
厚
生
課
長

…一

代

以

内

辺

伝

説

矧

一
軒

目

け
刊

誌

野

村

げ

が

不

明
p
d
d
h
叩
丸
一
十
銭
持
例
都
品
配
わ
い
れ
廷
は
…

一

十
二
月
二
日
第
一
回
公
平
香
一
社
会
教

育

委

員

委

嘱

一
げ

れ

げ

け

れ

い

リ

リ

島

…
鵬

北

傑

闘
書
館
長

泉
社
曾
福
祉
事

問
引
は

喜

一

同

…一

準
会
や
ら
鯨
下
四
日
グ
ラ
プ
展

一
す
o

一…

閥

幹

引

6

…
一
J
曾
を
市
役
所
に

J
ぃ

話

時

一

社
曾
教
育
法
第
十
五
傑
に
よ

一

角
川
の
沖
積
層
低
地
と
早
月

1
3宮
ur
-
-
?
i
i
u一抗

日

日

即

日

比

持

拡

支

持

浦

港

湾

同

行

凶

行

い

魚

津

市

議

会

…

一
一

合

る

…

に

西

田

一

駐

日

す

刊

誌

羽

目

一
副

総

古

川

町

誌

は

先
つ
消
防
機
関
の
整
備
で
あ

一
い
ふ
こ
と
に
全
く
不
眠
不
休
の

一
叉
本
市
の
特
産
と
し
て
今
後

二

保
護
者
が
あ
り
ま
す
。

一

r
dぷ
制
割
引
引
ぷ
お
λ以
前

川

部

f

‘
一
一

員

…
決
一
錦
町
一
曾
で
は
十
一
月
百
付
を
以
て

一
ら
し
〉
円
担
坪
ハ
た
ね
つ
ぼ
〉

川

町

尻

駅

前

日

間

ぷ

一
枝

川

れ

れ

川

町

公

リ

ト

一
品

伊

μド
認

可

一
計

開

花

持

訪

諒

一

代
明
訴
訟
制
げ
校
時
引
計
上
さ
れ
る
町
能
性
が
顕

一
…

委

…
長
一
さ
れ
・
一
ま
は

M
1り
寄
燭
震
令
に
な
り

一

h
M訪
れ

1

持山村

別
以
内
は

刊

誌

諒

一
錯

誤

間

開

設

一

3
控

詩

-

蒙
じ

大

水

一
は

ほ

お

ば
闘
黙

認

一
ま
す
o
引

引

引

刊

叶

日

計

寄

贈

一
一

千

…
同

貝

五

M
刊

誌

日

制

拾

制

一
日
れ
れ
わ
け
け

γ
取

れ

れ

火
災
害
が
な
か
っ
た
の
で
よ
か

一
し
響
に
人
知
れ
ぬ
苦
傍
が
あ
り

一害
に
は
全
市
一
体
と
な
っ
て
復

一
平
な
磁
置
を
と
る
と
共
に
家
庭

一
せ
ね
ぽ

;
;
i
E
:一
i
J〈

1
i
tま
す

一
一

公

…
委

一

者
に

は

一

後

瞭

麗

作

後

藤

捜

部・

一
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
・

務

問

主

…

…

…

仰

い

龍

一

…

一
対

話

器

対

面

諮

問

一

三

申

書

い

こ

と

ま

一

作

説

明

昭

一

当

時

禁

止

一

一

一

一

時

加

輯

…

一
語

河

内

認

可

れ

れ

一
例

ω民
連

に

つ

ら

い

思

い

一
る
べ
く
頑
張
り
た
い
。
道
路
の

一

今
市
で
は
毎
月
三
一
一O
万
円

一
利
用
者
の
増
え
た
こ
と
で
日
制
一
老
朽
で

E
つ

諸

で

す

L
.
2
が
「
く
じ
」
で
次
の
よ
う
に
定
め
一
松
浦
茂
成
瀬

2
一
時
代
は
大
体
二
、
三
千
年
前
後

す

財

政

課

長

:

一
を

J

f

一
般
補
修
築
の
要
望
も
多
い
が
市

一
の
生
活
保
謎
と
入

O
万
円
の
留

一
中
の
平
均
を
は
る
か
に
上
廻
り一

説

明
マ
い
つ
い
刊
時
一
品

一
た。

一

贋

田

俊

弘

清

河

吉

平

一
か
ら
入
、
九
千
前
後
と
い
わ
れ

首
謀
と
し
て
は
旧
十
二
ケ
町

一鈴

木

商

工

水

産

課

長

一
予
算
関
係
で
こ
れ
に
隠
え
ら
れ

一
料
保
識
が
あ
り
ま
す
が
、
二
旦

一
ヶ
年
八
万
人
を
越
え
そ
の
上

一
し
い
で
す
ね
。

f
一

二
年

島

沢

自

作

一

溝

口

源

太

郎

石

崎

賞

夫

一
て
い
ま
す
の
で
、
最
も
新
し
L

村
の
地
元
の
要
望
を
ど
の
様
に

一

現
在
商
工
会
議
所
主
共
に
.

一
ず
心
苦
し
い
。
都
市
計
画
も
金

一
が
市
の
寅
担
と
な
る
の
で
充
分

一
他
の
都
市
と
患
っ
て
学
生
よ
り

一

一

三

年

伊

東

清

一
一

徳
本

謙

二

一
時
代
と
し
ま
し
て
も
、
す
で
に

予
算
化
し
、
叉
、
合
併
の
意
義

一
具
体
策
そ
考
究
し
て
い
ま
す
が

一屋
町
l
電
鉄
線
が
完
成
し
た
が

一
調
査
の
上
で
措
置
を
と
っ
て
い

一
も
一
般
成
人
の
多
い
こ
正
は
最
一

一

四

年

西

国

源
次
郎

一

(

順
次
不一
同
)

一
こ
の
地
に
は
三
千
年
前
後
の
先

魚
津
市
誕
生

市

長
選
畢
.
市
議
会
議
員
選

第

一

回

市

議

会

開

催

大

水

害
製
ふ

魚

津
市
消
防
闇
結
成

早

く

も

復

興
計
画
成

る

市

教

育
委
員
選
畢

戦
洩
慰
鑓
祭
執

行

電

話

ケ

1
プ
ル
線
起
工

喜
ぴ
に
わ
く
祝
賀
踊
り

翠
.
金
光
市
長
の
初
菅
雌

挨
拶
す
る
関
口
議
長

市
の
被
害
十
数
億
に
及
ぶ

閤

畏

に

は

河

内

則

一

民

全

市

母
げ
て
の
復
旧
作
業

偲
選
阜
、
知
事
選
畢

一
一
四

O
の
窺

よ

安

か

れ

魚

津
l
富
山
‘
ケ
ー
ブ
ル
綿

一九!?
必

叫

(第 10号)

一
一
北
信
議
長
会
地

昨
総
会
聞
か
る
和

十
二
月
十
二
日
、
十
三
日
の

二
日
に
亘
っ
て
魚
津
市
役
所
に

お
い
て
第
二
十
四
回
北
信
市
議

× 

会
議
長
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
十
入
市
正
副
議
長
等
四
十
五

名
出
席
し
地
方
自
治
確
立
諸
問

題
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
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金

山

寛

川

遁

計

太

郎

3
務
!

報市津魚発行昭和 27年 12月15日( 1 ) 

昨
年
六
月
十
八
日
、
廓
の
農

務
畜
産
課
長
か
ら
就
任
さ
れ
、

以
来
こ
の
地
の
世
話
役
と
し
て

営
市
誕
生
に
も
盤
力
さ
れ
地
方

民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
金
山
克

介
氏
は
、

今
度
上
婦
頁
地
方
事

務
所
長
に
築
輔
さ
れ
‘
去
る
十

二
月
八
日
.
新
所
畏
と
し
て
着

任
さ
れ
た
西
勝
久
蔵
民
主
事
務

引
繕
が
行
は
れ
ま
し
た
。

(
八
)
土
中
島
の
郡

制

16 

介

氏

轄

任

氏

住
民
族
が
生
活
し
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
ま
り
す

然
し
移
住
民
が
開
墾
し
初
め
た

の
は
.
毘
録
が
な
い
の
で
不
詳

で
あ
り
ま
す
が
.
西
紀
千
年
代

の
頃
‘
早
月
川
原
の
低
地
を
開

拓
さ
れ
た
の
が
初
め
て
で
.
そ

れ
か
ら
二
百
年
程
の
後
角
川
低

地
の
出
、
湯
上
に
入
り
、
西
記

千
六
百
年
頃
ま
で
に
は
各
地
に

入
っ
て
開
拓
に
従
事
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

現
在
吉
野
に
あ
る
佐
伯
氏
は

立
山
開
基
佐
伯
有
頓
の
後
商
で

新
川
郡
保
伏
山
の
館
に
居
を
構

一え
て
い
た
が
‘
菅
野
の
里
と
布

一施
の
郷
と
を
交
換
し
て
延
久
元

一年
ハ
西
紀
千
七
十
年
)
六
月
吉

一野
に
移
住
し
、
養
和
元
年
ハ
一

一
一
九

O
〉
木
曾
義
仲
の
兵
火
に

一合
い
.
叉
嘉
歴
の
洪
水
に
大
方

一
の
土
地
を
失
う
こ
と
も
が
あ
っ

一
た
。
爾
来
佐
伯
新
左
エ
門
を
名

一乗
っ
て
、
こ
の
地
開
拓
の
先
願

一と
な
り
一
千
数
百
年
後
の
今
日

一そ
の
後
商
が
連
綿
と
し
て
観
い

一
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一

角
川
低
地
の
岩
高
は
凡
そ
一

一千
百
余
年
前
彦
左
エ
門
な
る
も

一
の
京
都
か
ら
こ
の
地
に
移
住
し

一中
世
椎
名
氏
に
仕
え
た
と
伺
え

一ら
れ
そ
の
当
時
建
築
さ
れ
た
だ

一ろ
う
と
い
わ
れ
る
家
屋
も
今
宵

一そ
の
重
要
な
部
分
が
残
っ
て
い

一
ま
す
。
こ
の
家
屋
は
普
通
の
家

一屋
と
異
っ
て
、
六
本
の
栗
林
の

一大
柱
は
長
さ
三
尺
巾
二
尺
五
寸

一
の
長
方
形
の
石
材
の
上
に
建
て

一
ら
れ
接
合
点
に
は
塩
を
入
れ
飽

一
を
使
用
し
た
跡
は
な
く
、
斧
標

一な
も
の
で
削
っ
た
の
で
あ
ろ
う

一
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
要
す
る
に
千
年
以
上
の
建
築
で

一
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で

一
あ
り
ま
す
。

一

叉
本
制
東
方
海
抜
二
百
米
の

一
高
地
に
は
舛
方
城
世
が
あ
り
ま

一す
。
こ
れ
は
松
倉
城
の
出
城
で

一踏
永
二
年
ハ
西
紀
一
四
八
三
〉
悶

一附
四
郎
義
村
が
葱
に
入
り
.
そ

れ
か
ら
子
孫
の
居
城
と
し
て
き

た
が
天
正
年
間
上
杉
謙
信
の
震

に
攻
め
ら
れ
，
一
族
舌
特
皆
流

浪
し
た
。
こ
れ
等
の
中
に
は
こ

の
地
に
止
ま
り
開
拓
に
従
事
し

た
も
の
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
升

方
城
の
築
城
が
.
こ
の
地
方
の

開
拓
護
展
に
相
当
の
影
響
が
あ

る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。



町

付

し

ま

す

枚
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CI 

A 

-概
要
は
決
め
活
灼
で
あ
る
0

1
u
水
源
施
設

集
水
、芥
内
径
六
米
深
さ
一
口
米

集
水
埋
管
H
H

き
極
一
0
0
米

布
設

接
合
井
H
H
Z

米
深
さ
八
米

2
導
水
施
設

・
導
水
管
ヒ
ユ

l

ム
管
延
長

弓
室
。
米

接
合
芥
内
径
三
米

着
水
井
h
M

六
米
深
さ
回
米

5
配
水
池

容
量
一
一
、
0
0
0
立
方
米
一
一
泊
滅

菌
根
を
備
ふ

4
配
水
管

鉄
管
に
て
延
長
ニ
ヨ
一
.
六
五
五
米

之
に
要
す
る
費
用
は
総
額
費
億

五
千
七
百
万
円
余
で
あ
る
が
、

本
年
末
よ
り
ホ
翻
施
設
工
事
を

起
し
、
昭
和
二
十
九
年
春
頃
に

は
市
街
地
の
一
部
に
給
水
で
き

得
る
予
定
で
あ
る
。

筒
こ
の
水
道
の
諸
計
画
に
は
.

斯
道
の
栂
威
者
で
あ
る
杉
戸
名

古
屋
水
道
局
長
が
詳
細
、
指
導

に
当
っ
て
お
ら
れ
て
‘
過
日
も

来
市
さ
れ
つ
ぶ
さ
に
遭
坂
の
水

源
地
等
を
視
察
さ
れ
.
全
闘
的

に
み
て
.も
水
道
施
設
の
建
設
に

こ
れ
程
理
想
的
な
と
こ
ろ
は
少

い
と
太
鼓
判
や
押
さ
れ
て
い
ま

す。

一
無
線
通
信
士
一
賛
成
~
一

~
講
習
生
募
集
…

漁
船
乗
組
員
の
高
い
教
養
が
要

望
せ
ら
れ
、
帽
に
近
時
無
線
士

の
必
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

の
で
.
魚
津
市
で
は
左
記
嬰
領

に
よ
っ
て
、
電
話
級
無
線
士
養

成
の
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
受
講
者
は
相

官
の
経
費
か
必
要
な
の
で
.
船

主
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
も
の
は

至
急
船
主
に
了
解
を
得
ら
れ
一

入
で
も
多
く
.
受
講
さ
れ
そ
の

雇
傭
度
を
高
か
ら
し
め
る
様
希

望
者
し
ま
す
。
叉
市
内
-
フ
ヂ
オ

取
扱
者
も
こ
の
概
曾
に
参
加
を

お
奨
め
し
ま
す
。

記

一
、
曾
場
大
町
腎
師
曾
舘

二
‘
期
間
昭
和
二
十
入
年

自
一
月
主
日

歪
コ
月
コ
丈
日

四
十
五
日
間

=τ
受
講
料
一
人
三
千
園

四
.
講
師
.
北
陸
軍
波
監
理
局

係
官

五
.
申
込
期
日
十
二
月
廿
日

六
.
h
v

場
所
魚
津
市
役
所

七
‘
特
典
岡
家
試
験
合
格
者
は

電
話
級
無
線
士
の
菟
朕
附

昆
(
さ
れ
る

附
毘
な
お
詳
細
な
る
事
項
は

魚
津
市
役
所
に
お
問
ひ

合
は
せ
下
さ
い
。

上
水
道
水
源
地
工
事

着

進

N
冷

ι
作品

d
ーヶ会
ー'ヘ4

む

々

発行

十
-
丹
=
十
六
日
ハ
水
)

魚
津
電
報
電
話
局
舎
移
時
披

露
式
に
市
長
出
席

全
=
十
七
日
〈
木
〉

市
主
催
職
、
説
者
追
悼
法
要
を

安
成
寺
に
於
い
て
執
行
、

市
長
安
部
土
木
課
長
時
野

l

魚
捧
線
道
路
観
察

全
=
+
八
自
ハ
金
〉

平
津
助
役
港
轡
臨
時
総
曾
に

出
席
の
た
め
富
山
に
出
張

市
議
曾
商
工
水
産
委
員
曾
開

催
、
市
議
曾
農
林
委
員
下
立

流
水
客
土
を
覗
察

+
=
月
一
日
八
月
〉

念
施
臨
時
市
議
曾
開
催

松
倉
地
底
市
勢
振
興
審
員
曾

開
催

金
屋
町

l
本
江
町
道
路
貫
通

麗
に
鴨
川
橋
竣
工
地
元
主
催

峻
工
式
に
市
長
出
席

全
=
日
〈
火
)

市
公
平
委
員
会
開
催

堂
散
氷
見
市
長
来
市

全
三
日
八
水
)

農
業
協
同
組
合
々
併
統
合
協

蟻
会
を
鯨
主
催
の
下
に
大
町

小
畢
校
に
於
い
て
開
催

ミよ冷..t~ t&?，j内め紛‘‘
て

会
A
V

本
市
上
水
道
事
業
は
.
墨
に
大

一
し
た
の
で
.
此
躍
を
水
源
と
し

光
寺
地
内
に
水
源
を
求
め
て
、

一
て
ヒ
ユ

1
ム
管
よ
り
六
郎
丸
地

施
設
の
予
定
で
為
っ
た
が
.
試

一
内
の
配
水
油
迄
導
水

L
配
水
油

堀
.
湧
水
再
調
査
八
ポ

1
p
シ
一
よ
り
配
水
本
管
を
広
て
市
街
地

グ
一
宮
一
口
尺
〉
の
結
果
、
水
置
が

一
配
管
に
配
水
す
る
ー模
管
路
を
決

乏
し
い
震
.
水
源
地
艶
更
を
余
一
定
し
た
。

儀
な
く
せ
ら
れ
、
水
源
地
利
.

一

迭
水
施
設
ハ
ポ
シ
プ
及
び
迭

地
勢
の
見
地
か
ら
片
民
川
上
流
一
水
管
〉
が
不
要
と
な
り
.
維
持

に
水
源
を
求
め
、
自
然
流
下
に

一
費
が
大
巾
に
軽
減
せ
ら
れ
る
こ

よ
る
無
動
力
配
水
を
行
う
如
く
一
と
L
な
り
計
画
給
水
量
は
給
水

計
画
を
樹
て
、
道
坂
地
内
の
片
一
人
口
三
万
九
二
日
最
大
六

.80

貝
川
湿
り
に
取
水
試
験
井
戸
を

一
立
方
米
で
あ
る
が
、
時
来
市
の

設
け
.
湧
水
試
験
を
行
っ
た
結

一
一
越
展
や
工
場
用
水
を
も
考
慮
に

果
.
そ
の
伏
流
水
が
豊
富
で
水

一
入
れ
‘
完
成
の
際
は
一
日
最
大

質
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
判
明
一
三

d
g立
方
米
迄
可
能
で
工
事

ヒ
μ
坊
主
手
?
良
、
建
委
長

一I
斜
闘
ゴ
E「
f
レ
回
ノ
羽
認
v
q
宮ゴ
$

ι

U

附
去
る
入
月
末
締
切
っ
た
、
市

川
徽
章
臨
募
.
約
五
百
遁
に
上
る

馴
作
品
を
斯
界
の
櫨
威
者
に
委
期

間
し
て
審
査
を
進
め
て
い
ま
し
た

酬
が
、
そ
の
結
果
一
等
に
該
富
す

削
る
作
品
な
く
、
左
の
方
々
の
作

酬
晶
が
佳
作
と
し
て
入
選
決
定
致

酬
し
ま
し
た
。

川
馬
県
は
佳
作
入
選
作
品
右
よ
り

川
東
京
都
青
梅
市
上
長
淵

川

宇

津

木

訟

二

川
稿
間
際
大
牟
田
市
小
潰
町

剛

山

口

正

夫

川
神
戸
市
兵
庫
直
東
出
町

川
コ
了
目
美
ノ
一

川

介

田

茂

雄

川
群
馬
鯨
草
樟
局
匿
内

酬

加

。
藤

妃

女

明

、
1

R

↓

日
か
ら
昭
和
一
、一
十
入
年
一

司

中
小
企
業
の
本
市
産
業
に
占
，め
る
軍
要
性
に
鑑
み
、

一二

虫

、

白

・

一

二

月

二

十

日

ま

で

一
れ
が
金
融
の
加
円
借
化
は
・
当
副
の
重
要
問
題
で
あ
る
こ
と

一三

三.• 

融
資
額
決
定

一
は
・
設
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
・
し
か
も
そ
の
温
否
は

一一
一

新
川
信
用
金
庫
が
各
‘個

e、
中
小
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
方
経
桝
に
甚
大
な
る
関
係
を

一一
一

人
毎
に
融
資
額
を
決
定

一
も
ヲ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一一
一

す
る

二

四
?
融
資
額

御
承
知
の
遁
り
鰹
桝
九
原
則
の

一
あ
h

り
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し

一

一

一

一
人
に
つ
き
拾
万
円
以

実
施
以
恋
‘
金
融
鑑
は
中
小
企

一
て
市
が
新
川
信
用
金
庫
に
二
百

一

内

業
者
の
最
穴
の
悩
み
と
な
っ
て

一
万
円
を
預
託
し
て
・
こ
れ
含
信

一
五

、

利

子

お
り
ま
す
が
.
最
近
電
力
事
情

一用
金
庫
が
四
百
万
円
に
し
て
次

一

日
歩
三
銭
四
匝
以
内

の
態
化
に
よ
る
生
産
減
退
、
更

一
の
要
領
で
短
期
融
資
し
ま
す
か

一
六
.
借
受
資
格

に
紛
債
の
上
昇
な
ど
に
よ
り

こ

ら
大
い
に
利
用
し
て
下
さ
い
や

一

魚
樟
市
に
居
住
し
日
本

段
と
悪
化
し
て
お
り
、
特
に
資

一
一
、
借
受
申
込
所

一

市
内
で
中
小
企
業
を
管

金
需
要
期
で
あ
る
年
末
を
控
え

一

新
川
信
用
金
庫

一

b
者

て
市
に
於
て
は
、
諸
般
の
封
策

一
二
‘
融
資
の
期
間

一
そ
の
他
詳
細
事
項
は
新
川
信
用

を
樹
立
し
て
之
を
賀
施
し
つ

L

一

昭
和
二
十
七
年
す
二
月
五

一
金
庫
で
問
い
合
せ
て
下
さ
い
。

十
二
名
に
よ
っ
て
妊
厳
裡
に
式

が
鍛
修
さ
れ
ま
し
た
。

焼
香
の
煙
静
か
に
ゆ
ら
ぐ
中

に
ま
ず
市
長
の
式
辞
が
述
べ
ら

れ
.
次
い
で
来
賓
の
迫
悼
文
が

そ
れ
ん
¥
讃
ま
れ
a
h

ぼ
英
窓
生

前
を
し
の
ぶ
遁
族
の
う
な
だ
れ

た
姿
が
胸
を
打
つ
.
最
後
に
金

光
市
長
の
熱
涙
こ
も
る
挨
拶
が

が
あ
れ
ば
.
感
極
ま
っ
て
涙
に

b
せ
ぶ
老
母
も
あ
h

り
.
遺
族

援
殺
の
温
い
愛
の
言
葉
に
感
激

の
漢
に
う
つ
ふ
す
妻
子
の
.
か

ぎ
り
け
な
い
喪
も
み
ら
れ
重
い

調
鰹
の
聾
は
冬
初
の
陽
ぎ
し
の

中
に
融
け
て
午
後
一
時
ま
で
償

-
-
a
U
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…
英

霊

よ

安

か

れ

門
戦
没
一

日
清
戦
挙
以
来
の
本
市
戦
波

者
一
一
四

O
柱
の
慰
霞
祭
が
市

主
催
で
去
る
十

・一
丹
二
.十

七
日

魚
津
市
安
成
寺
で
執
行
さ
れ
ま

し
た
'o
--

亡
の
日
落
葉
の
香
も
深
い
伽

藍
に
は
来
賓
と
し
て
は
豚
知
事

一
四

O
柱
の
慰
霊
祭

〕

広

代
哩
松
井
民
生
部
長
、
館
隠
遁

族
会
長
.
勝
議
曾
鵠
長
代
理
等

約
百
名
に
、
職
、
読
者
遺
族
の
老

究
母
、
妻
子
約
千
名
が
さ
し
も

の
堂
内
を
う
め
.
一

一
四

O
桂

の
窓
牌
は
中
央
の
祭
壇
に
安
置

さ
れ
、
市
内
各
寺
院
の
住
酪
凹

市

『
お
知
ら
せ
』

新
年
々
賀
郵
便
は
が
き
の
取

扱
は
、
郵
便
局
で
は
来
る
十
二

月
十
五
日
よ
廿
入
日
ま
で
ど
あ

り
ま
す
が
、
期
間
中
は
で
き
る

だ
け
早
島
に
局
の
窓
口
叉
は
ポ

え
ト
へ
ひ
之
、
?
と
め
に
し
ば
っ

て
投
函
さ
れ
る
線
"望

ん

で

い

る。

市
教
育
委
員
曾
開
催
昭
和
廿

八
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

訂
合

全
四
日
ハ
氷
〉

魚
津
騨
改
築
拡
張
促
進
委
員

曾
開
催

全

車

日

八
金〉

江
場
富
山
地
方
裁
判
所
長
新

任
挨
拶
の
た
め
東
市

全
七
日
〈

H
U

市
連
合
青
年
闘
模
擬
市
議
曾

に
市
長
出
席

市
遁
族
会
の
母
子
曾
を
下
野

方
支
所
に
於
い
て
開
催
市
長

出
席
。

全
九
日
(
火
〉

工
場
設
置
嬰
帥
接
衡
委
員
会

開
催

農
林
省
小
川
技
官
鉢
、
臨
熊

線
陵
遭
視
察
の
た
め
'来
市
.

市
長
日
本
関
際
連
合
協
会
話

山
支
部
総
曾
出
席
の
た
め
上

腰
、
卒
揮
助
役
供
米
補
疋
の

件
に
つ
き
富
山
え
出
張

全
十
日
〈
水
〉

市
曹
住
宅
選
衡
委
員
曾
開
催

い 日 し臨 お年やのい用や許論突が繁 繁ロ管 曲ズチ γ

士重毛主手震型知事主百字ZZZ要2Jat奇L突22JT3
ま日 月か館の b 年せと。か他内の図れ賞いとシ近・っェ汐イ
すよ 廿 らをよせ事ムん御せりのでレのかがまい振代時て 1リシ
。り 人御究う RE。鞭いた方購コ著らそのう が 普 代 い バ ア な

平 日承のに 岡田 健ぜい法入 1名はの 2二内六柴別ま 1シど
常 よ知よ年 時 をい とに しド な‘ 大こ 容曲がです、、各
湿 り願う宋 f* の市腐ょ・も民各部ろで・各は。なペこ
り ーいに年 伸 そi 民心つ鍛事謡種分はす現十. どり曲
開 月主い姶 盲目 ん各 Lて賞情やので.。代ー古各オ
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